
 

1 

 

第 266 回（第 17 期第 11 回） 日本知能情報ファジィ学会 理事会議事録 

 

日時： 2022 年 9 月 16 日（金） 14:00～17:00 

場所： オンライン開催（Zoom） 

出席者（敬称略）： 

前田（会長），広兼（副会長），櫻井（副会長），伊藤（会誌），関（事業・研究推進）， 

井上（財務・会計），吉川（規程・選奨），本多（大会デザイン），加納（広報）， 

増田（電子化データベース），井田（資料アーカイブズ）， 

越野（特任：学会ウェブサイト改革），能島（事業監事），小林（財務・会計監事）， 

堀口（総務） 

欠席者（敬称略）： 

 

【審議事項】 

1． 第 265 回理事会の議事録の確認（資料 266-S1：堀口） 

 前回理事会議事録の内容について確認を行った． 

 

2． 2022 度論文賞の選定について（資料 266-S2：吉川） 

 賞選考委員会からの推薦に基づいて，下記 2 件の論文に今年度の論文賞を授与することを決定した

（8/18 メール審議により決定）． 

➢ 村松歩, 山本祐輔, 水野（松本）由子: スマートフォンから受ける情動刺激後における脳波の相

互相関解析 

➢ Takahiro MATSUISHI, Yasutake TAKAHASHI, Satoki TSUICHIHARA: Fuzzy Control of 

Electric Wheelchair with Intuitive User Interface for Soil Cultivation 

 

3． 特別会員規程の制定について（資料 266-S3：広兼） 

 特別会員を定める規程が存在しないため，新しく制定することを承認した． 

 次回総会に諮る規程案には，下記を明記することにした． 

➢ 「在会 10 年以上」かつ「年齢 65 歳以上」かつ「常勤にない者」を特別会員の資格を得るため

の要件とする． 

➢ 申請手続きは，ウェブサイトに掲載する専用の申請書を用いて，前年度の 12 月から 1 月末まで

に行うものとする． 

 

4． 次年度以降の支部・研究部会等の交付金の配分における繰越金の上限について（資料 266-S5：井上） 

 支部および研究部会の次年度繰越金に対して下記のとおり上限を設定し，上限額を上回っている間

は交付金を配分しないことを，拡大事業委員会で各支部，各研究部会に提案することを決定した． 

➢ 会員数が多い支部：50 万円 

➢ 会員数が少ない支部：30 万円 

➢ 研究部会：20 万円 
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【報告事項】 

1． 会員向け ML 用の独自ドメインメーリングリスト・サービスの契約更新について 

（資料 266-H1：増田） 

 ドメイン soft-ml.com で運用中の会員向け ML のサービス利用契約（22,000 円/年）を更新したこと

が報告された． 

 

2． SOFT の法人番号について（資料 266-H2：井上） 

 SCIS&ISIS 2022 での外国人の受け入れのために入国者健康確認システム（ERFS）に学会を登録する

手続きを進めているが，厚生労働省より本学会の法人番号が検索できないとの連絡があった．この問

題への対処方法について調査を進めていることが報告された． 

 

3． 除名者の再入会について（資料 266-H3：井上） 

 会費滞納で除名された元会員 1 名の入会申込について，過去の事例に倣い，次のとおり処理したこ

とが報告された． 

 学会誌を送付していた最終年度の会費と入会希望年度の会費を支払うことで，除名処分を取り消し，

再入会を認めた． 

 

4． FSS2023 について（資料なし：小林） 

 FSS2023 の開催準備に関して，会場費をホテルと交渉中であることが報告された． 

 

5． 新 Web サイト移行について（資料なし：小林） 

 新 Web サイトへの移行に関して，9 月 30 日の午前中にドメイン変更の手続きを実施し，その後ドメ

イン移管の手続きを行う計画であることが報告された． 

 9 月 30 日以降しばらくの間，soft-ml/koho/paper/kaikoku/kousei@j-soft.org など宛のメールが届か

なくなる可能性があるとの注意があった． 

 サイト移行の数日前に下記の対策を実施することにした． 

➢ soft-ml に対してサイト移行の予定をアナウンスする． 

➢ 新 Web サイトのトップページに Web サイトが新調されたことを掲示する． 

 

 

【その他】 

1． 功績賞の業績評価の基準について（資料なし：吉川） 

 功労賞の業績評価の判断基準について議論を行った．議論がまとまらなかったため，本件は継続審議

とする． 

 

2． 第 34 回評議会で行われた議論の振り返り（資料 266-O2） 

 第 34 回評議会で提示された学会の問題や課題に関して議論を行った．  
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次回理事会は 2022 年 11 月 29 日（火）13:30 よりハイブリッド形式で開催することに決定 

 

以上 


